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ヴェーダ散文文献に見られるMārtān
̇
d
̇
a

｢死んだ卵の末裔」の物語

後藤 敏文

0．カール・ホフマンは，人類の祖先が女神アディティが死産した「死ん

だ卵」から生じたとする神話をヤジュルヴェーダの散文から収集し，リグ

ヴェーダ［RV］に現れる mārtān
̇
d
̇
á- の語も同神話に基づいて解釈し直さ

れるべきことを示した｡1

Maitrāyan
̇
ī Saṁhitā [MS], Śatapatha-Brāhman

̇
a [ŚB] にその名が挙げら

れるマールターンダ mārtān
̇
d
̇
á- は *mr

˚
ta-ān

̇
d
̇
a-「死んだ卵」からの vr

˚
ddhi

派生形で，「死んだ卵（即ち，流産した未成形の肉の塊）から生まれた者」を

意味する。リグヴェーダにおいて，この語は Sāyan
̇
a (14 世紀）以来，一般

に「鳥」と理解され，さらに太陽のことを謂うなどと解釈されてきたが,2

人間の始祖を意味し，失敗したお産から人間が誕生したというインドイラ

ン共通時代に遡る神話が背景にあることをホフマンは示した。同論文には，

ヤジュルヴェーダ散文に語られる神話の原文，翻訳が提示され，詳細に検

討されている。

イラン側の伝承は断片的なものに留まるが，新アヴェスタ語 Gaiia-

Mar etan-，パフラヴィー語 Gayōmart，原義「死すべき者・人の，命｣3 が
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1 K. HOFFMANN Münchener Studien zur Sprachwissenschaft 11 (1957) 85-103＝

Aufsätze zur Indoiranistik II, herausgegeben von J. NARTEN (1976) 422-438。英訳

版：German Scholars on India, II (1976) 100-117＝Aufs. III (1992) 715-735。

2 H. FALK “Die Kosmogonie von RV X 72” (WZKS 38, 1994, 1-22) 15-18 は謂わば

伝統説を採るが，HOFFMANNが新たに提示したヴェーダ散文文献資料とその理解と

を拒絶した上に成り立つ主張の列挙に過ぎない。ŚB のヴァージョン（4.）を見れ

ば事情は明白である。衾 事実，この語は叙事詩 Skt. において，mārtan
̇
d
̇
a-の形で，

「太陽，太陽神」を意味するに至る，cf. HOFFMANN 86＝423。mārtān
̇
d
̇
a- と āditya-

「太陽」（→注 14）との関連が知られていたものであろう。

3 mar etan- は古アヴェスタ語 mar eta- (＜*martá-) または maš
̇
a- (＝ved. márta-)



それに当たる。Bundahišn に，人間が Gayōmartの子孫としてその似姿と

して生まれたこと，Gayōmartの身体の幅が高さと同じであったとされる

ことなどは特に注目される。

知られることの少ないヴェーダ散文におけるmārtān
̇
d
̇
á-「死んだ卵の末

裔」に関する全伝承を，ホフマンが当時利用できなかった Vādhūla-

Anvākhyāna [VādhAnvākh] のヴァージョンをも含めて，日本語で改め

て検討し，ここに紹介する。さらに，マールターンダは登場しないが，同

様の神話を含む Taittirya-Brāhman
̇
a [TB] を合わせて取り上げる。黒ヤ

ジュルヴェーダに属する 1．マイトラーヤニーヤ派，2．カタ派，3．タイ

ッティリーヤ派（3.1. TS，3.2. TB，3.3. VādhAvākh），4．白ヤジュルヴ

ェーダに属するヴァージャサネーイン派のシャタパタ・ブラーフマナ，

Mādhyandina 版（4.1.）および Kān
̇
va 版（4.2.）の順に取り上る。5．に

諸伝承の中味とそれらの関係について簡単な観察を纏め，6．にリグヴェ

ーダ創造讃歌X 72 を参考として挙げる。

1．マイトラーヤニーヤ派

Maitrāyan
̇
ī Saṁhitā I 6,12: 104, 9-105, 74

yásyā ratryāh
̇
prātár agním ādhāsyámānah

̇
syat taṁ ratrīm

̇
cátuh

̇
śarāvam
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｢死すべき者」から individualisierendes Suffix (特化の接尾辞) -n- によって作られ

た語形で，Gāθā に「死すべき者，人」の意味で用いられている，cf. HOFFMANN

“Ein grundsprachliches Possessivsuffix” (Münchener Studien zur Sprachwissen-

schaft 6, 1955, 35-40＝Aufsätze II [→注 1] 378-383) 36＝Aufsätze 379。gaiia- は

古・新アヴェスタ語で「生命」を意味する。mar etan- の基に形容詞の存在を仮定

すれば，Gaiia- Mar etan- は「死を持つ命」，「人の命」と解されるであろう。さら

に，Gaiia- Mar etan-, GayōmartについてはHOFFMANN前掲論文 96-100＝431-435 参

照。

4 Cf. HOFFMANN 上掲論文 87-89＝Aufs. II 424-426; H. KRICK Das Ritual der

Feuergründung (Agnyādheya), herausgegeben von G. OBERHAMMER (, Ch. WERBA),

Wien 1982, 269-271; K. AMANOMaitrāyan
̇
ī Saṁhitā I-II, Bremen 2009, 254-256。祭火

設置祭における振舞粥に関する部分（→注 8）に語られる。



odanám
̇

paktva brāhman
̇
ébhyo jīvátan

̇
d
̇
ulam ivópahared.

áditir vái prajakāmaudanám apacat. sóñśis
̇
t
̇
am āśnāt. tásyā dhāta

cāryama cājāyetāṁ. saparam apacat. sóñśis
̇
tam āśnāt. tásyā mitráś ca

várun
̇
aś cājāyetaṁ. saparam apacat. sóñśis

̇
t
̇
am āśnāt. tátas áṁśaś ca bhagáś

cājāyetāṁ. saparam apacat. sáiks
̇
atóñśis

̇
t
̇
am
̇

me ʼśnatya dváudvau jayete, itó

nūnám
̇

me śréyah
̇
syād yát purástād aśnīyam íti. sa purástād aśitvópāharat.

ta antár evá gárbhah
̇
sántā avadatām. āvám idám

̇
bhavis

̇
yāvo yád ādityā íti.

táyor āditya nirhantaram aichaṁs. ta áṁśaś ca bhagáś ca nírhatām
̇
. tásmād

etáu yajñé +ná yajante. ʼṁśaprāsó ʼṁśasya bhāgadhéyam
̇
. jánam

̇
bhágo

ʼgachat. tásmād āhur. jáno gantavyàs. tátra bhágena sám
̇
gachatā íti. sá va

índra ūrdhvá evá prān
̇
ám +anūdáśrayata (→注 12) mr

˚
tám ítaram ān

̇
d
̇
ám

ávāpadyata. sá vavá mārtān
̇
d
̇
ó yásyemé manus

̇
yā̀h
̇
praja. sa va áditir ādityan

úpādhāvad. ástv evá ma idám
̇
. ma ma idám

̇
moghé párāpaptad íti. tè

ʼbruvann. athais
̇
ò ʼsmakam evá bravātai. ná nó ʼtimanyātā íti. sá vavá

vívasvān ādityó yásya mánuś ca vaivasvató yamáś ca. mánur evasmim
̇
l loké

yamò ʼmús
̇
min.

その夜の5 翌朝，［自分の］祭火を設置することになる者があるならば，

その夜に，4枡分の粥を炊いてバラモンたちに，丁度、生きている穀粒の

状態で6供すべきである。アディティ áditi-7 は子孫を欲して，粥を炊いた

のだ。彼女は残りを食した｡8 彼女には9 ダートリ dhātár- (「創造者」）とア
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5 ratryās。RV においては -ī- 語幹 ratrī- であるが，その後 -i- 語幹 ratri- の語形

が現れ，古典期の rātri- に引き継がれる。ここは -ī- 語幹の Genitiv である。引用に

後続する部分にはAkk. ratrīs (-i- あるいは -ī- 語幹），Nom. ratrayas (-i- 語幹）が見

られる。

6 jīvátan
̇
d
̇
ulam iva.煮崩れていない，胚が取れていない状態を謂う（cf. KRICK上

掲書 269 n. 668）。cáru- と odaná- については，永ノ尾信悟「古代インド祭式文献に

記述された穀物料理」（『国立民族学博物館研究報告』9-3, 1984, 521-532) 524f., Sh.

EINOO “Altindische Getreidespeisen” (MSS 44, Fs. Hoffmann, 1985, 15-27) 18f. 参照。

7 原義は「拘束を持たない，自由の」女神。

8 バラモンたちに振る舞った残りを自ら食した。agnyādhāna (agnyādheya, 祭火



リャマン aryamán
̇
- とが生まれた。彼女はもう一つの［粥］を炊いた。彼

女は残りを食した。彼女には（→注 9）ミトラ mitrá- とヴァルゥナ váru-

n
̇
a- とが生まれた。彼女はもう一つの［粥］を炊いた。彼女は残りを食し

た。彼女にはアンシャ áṁśa- とバガ bhága- とが生まれた。彼女はもう一

つの［粥］を炊いた。彼女は熟慮した，「残りを食すると私には［息子が］

二人ずつ生まれる；これより優れたことが，今，私にはあるだろう，私が

先に食するとしたら」と。彼女は先に食してから［残りを］供した。二人

がまさしく内側で，胎児（単数）であるのに，声をたてた，「［今］アーデ

ィッテャ神たち ādityá- (「アディティの息子たち」）が持っているこの［支配

権］，それを我々二人は持つだろう10」。

二人を堕胎させる者をアーディッテャ［神］たちは探した。両者をアン

シャとバガとが堕ろした11。それゆえ，この両者を人々は祭らない（祭式
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設置祭）における brahmaudana (4 祭官への 4 枡分の粥の供応，cf. KRICK上掲書

232ff., 262ff.) の意味付け中に語られる。brahmaudana は類型的に sava とよばれる

供応儀礼の一つであり，願望祭の一形態としてのそれから祭火設置祭 agnyādheya

の前に取り込まれたものとも考えられる，cf. KRICK上掲書 235f.

9 動詞 jani「子を作る」の構文は OERTEL Zu den Kasusvariationen in der vedi-

schen Prosa. Zweiter Teil, München 1938, 6-28 (＝Kleine Schriften. Teil II,

herausgeg. von H. HETTRICH und Th. OBERLIES, Stuttgart 1994, 1016-1038) に集められ

ている。母は通常 Ablativ で表されるが（同書 1032ff.），ここでは，彼女の考えを

述べた後続の文中に現れる me ’śnatya(s) から，tásyā(s) は Genitiv と判断される

（→注 29 をも参照）。父については Genitiv が一般的であるが（同書 1020ff.），同書

1035f. に纏められた母の Genitiv の用例は全て Aditi に関する場合であり，父なし

で，女性が生きた姿の穀粒を食して子を作った特殊な場合故の構文と判断される。

母系，農耕（定住），場合によっては穀霊を示唆する点でも興味深い。

10 idam as/bhū構文，cf. HOFFMANN Aufs. II (→注 1) 557-559, 後藤「荷車と小屋

住まい：ŚB śālám as」印度学仏教学研究 55-2 (2007) 809-805, GOTŌ “Reisekarren

und das Wohnen in der Hütte: śālám as im Śatapatha-Brāhman
̇
a” Indologica. T. Ya.

Elizarenkova Memorial Volume, 1 (2008) 115-125。

11 nir-han: HOFFMANN上掲論文 88 n. 10＝Aufs. II (→注 1) 425 n. 10, RAU Staat und

Gesellschaft im alten Indien, Wiesbaden 1957, 97 n. 5; ŚB IX 5,1,62, III 1,2,21, XIV

9,4,22＝BĀU VI 4,22 (BĀU-K 23), AVP V 12, 7, GELDNER Der Rigveda, Cambridge,

Mass. 1951 zu I 101,1.



によって称えない）。賭け金（賭博で手持ち［アンシャ］として投ずるもの）が

アンシャの（に定められた）分け前である。バガは［よその］人々のもと

へ行った。それ故人々は言う，「［よその］人々のもとへ行くべきだ。（ひ

とは）そこで幸運（バガ）と出会う」と。するとインドラ índra- は（その胎

児の）息について上へ向かって出て行ったのだ12；死んだ方の卵は下へ落

ちた。それがマールターンダ mārtān
̇
d
̇
á- (「死んだ卵から生まれた者」）であ

る，この（地上の）人類たちが彼の子孫であるところの。

かのアディティはアーディッテャ神たちのもとへ（助けを求めて）走っ

た，「私のこれは存在せよ（これは生きるように）。私のこれが空しい所に消

えてしまうことがないように」と。彼らは言った，「それでは，この彼は

我々の（一員と）名乗るがよい13。彼は我々を凌ぐと思わないように」と。

彼はアディティの息子14ヴィヴァスヴァント（輝き亘る者）なのだ，それ

に15ヴィヴァスヴァントの子マヌmánu- とヤマ yamá- とが16属するところ
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12 インドラが胎児の生気について上昇した。後出のヤマと合わせて考えると，ヤ

マ＝天界にいるインドラ（即ち，太陽）が人の永遠の生命とする観念が背景にある

とも考えられる，→注 26。HOFFMANN (89＝425, 102f.＝437f.) はインドラの息（生

気）と解するが，後に，BĀU IV にヤージュニャヴァルキャ説としてまとめられる

に至る死時に身体を出て行く「アートマン衾生気衾生体諸機能」の結合体のごとき

ものを考えるのが妥当と思われる，cf. indriyá-「器官の力，生命力」。SCHROEDERは

エディションに prān
̇
ámam

̇
udáśrayataの読みを採り，prān

̇
ámān udáśrayataと訂

正している（IV 309）。SĀTAVALEKAR は prān
̇
ám anudáśrayata とする。CALAND

ZDMG 72 (1918) 6 は prān
̇
ám anūdáśrayataを提案し，HOFFMANNもこれに従う。

prān
̇
ám ánūdáśrayata「生気の後をついて…」も考えられるが，写本に支持されな

い。-áśrayataのアクセントは文が終わっていないことを示す “antithetischer Ak-

zent” である。

13 bravātai: hypercharakterisierter Konj.
14 ここでは単数。地上で生きるマールターンダは「アディティの息子 Vívasvant-

(輝き亘る者，曙光）」である。ādityá-「アディティの息子」は，単数では普通「太

陽」を意味する。RV において既にこの用法が在証される：I 50,13, I 191,9, VIII

101,11，さらに āditeyá- X 88,11 (HOFFMANN 100＝435）。→注 26。

15 Genitiv: (派生の基としての）帰属，あるいは jani「子を作る」＋父の Gen. の

構文を背景とするか。あるいは，「ヴィヴァスヴァントの子マヌとヤマとがその

［子孫で］あるところの」，cf. tásyemah
̇
prajah

̇
ŚB III 1,3,4 (4.1.), ŚBK IV 1,3,3 (4.



の，他ならぬマヌはこの世において，ヤマはあの［世］において。

アーディッテャ神たち（「アディティの息子たち」）はリグヴェーダ以来 7

神とされ，1.Varun
̇
a，2.Mitra，3.Aryaman

̇
，4.Bhaga，5.Aṁśa, -，7.

Daks
̇
a という序列を持つ。それぞれ，王権，契約，部族慣習法，分配，

（個人の）取り分，（部族，社会において果たすべき）能力を意味し，社会制度

が神格化されたものである。一貫して 7神とされながら，6番目の神格は

固定されておらず，おそらく必要な文脈に従って，Indra，Savitar などが

当てられる｡17ここでは，ダートリ Dhātar「創造者」が筆頭に挙げられ，

Daks
̇
a が現れない理由が不明である。（あるいは，RV X 72 [→ 6.] に見られる

Aditi → Daks
̇
a → Aditi の発生を意識した上で母系的系譜を避け，Daks

̇
a を創造者

Dhātar に置き換えて筆頭に置いたものか。）
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2.）。ヤマはインドイラン共通時代からヴィヴァスヴァントの子として知られる：

インド Yamá- Vaivasvatá-，イラン（jav.) Yima- Vīuuaŋvhana- (Vīuuaŋvhan
̇
t- の息

子）。

16 caの位置によって，vaivasvatóはmánuśに懸かることが解る。
17 M. WITZEL-T. GOTŌ Rig-Veda. Das heilige Wissen. Erster und zweiter

Liederkreis, Frankfurt a. M. 2007, 825 (GOTŌによるGlossar, s. v. Ādityas），後藤敏

文「インド・アーリヤ諸部族のインド進出を基に人類史を考える」（『国際哲学研

究』3号，2014, 43-57) 47，『世界神話伝説大事典』勉誠社（印刷中）「1．ヴェーダ

の神話・伝説」の項参照。ゾロアスター教の女神 Anāhitāの原義は「結び付けら

れていない」を意味し，Aditi「無拘束の」と Anāhitāとが共通の源からの借用翻

訳であることについては，GOTŌ “Vasis
̇
t
̇
ha und Varun

̇
a in RV VII 88衾Priesteramt

des Vasis
̇
t
̇
ha und Suche nach seinem indoiranischen Hintergrund” (Indoarisch,

Iranisch und die Indogermanistik, herausgeg. von B. FORSSMAN und R. PLATH,

Wiesbaden 2000, 147-161) 160f.,『国際哲学研究』同所参照。なお，アーディッテャ

神たちもインド・イラン共通時代に背景を持つ可能性は，ゾロアスター教の新アヴ

ェスタ語文献に現れるアメシャ・スペンタ am eš
̇
a- sp en

̇
ta-「神聖なる不死の者たち」

（良き思考，最善の真理，望ましき支配権など）が古い文献箇所では 7 とされ，し

かも，具体的には 6概念のみが挙げられていることから推測される。



2．カタ派

Kat
̇
ha-Saṁhitā XI 6: 151, 3-151, 1918

ādityébhyo dhāráyadvadbhyaś carúm
̇

nírvaped áparuddho vāparurut-

syámāno vāditya vái trātara. āditya aparoddharas. tān evá bhāgadhéyenó-

padhāvati. tá enam
̇

dādhraty.

ādityébhyo bhúvadvadbhyaś carúm
̇

nírvaped búbhūs
̇
ann.

áditir vái prajakāmaudanám apacat. tásyócchis
̇
t
̇
am āśnāt. sa gárbham

adhatta. táta āditya ajāyanta. samanyatetó me śréyāṁso ʼjanis
̇
yanta yát

purástād aśis
̇
yam (→注 24) íti. saparam apacat. tásyobhayáta āśnāt purástāc

copáris
̇
t
̇
āc ca. sa gárbham adhatta. sò ʼntár evá gárbho avadat. tá āditya

amanyantāyám
̇

ca (→ 注 25) vái janis
̇
yáte sá evédám

̇
bhavis

̇
yatiti. tám

níraghnan. sá nírasto ʼśayat. sa tr
˚
tiyam apacad ādityébhya evastv evá sá yás

tásmād yóner ábhūd yásmād yūyám ásr
˚
jyadhvam íti. táṁ sámaskurvaṁs.

tásya yán mr
˚
tám asīt tád ápākr

˚
ntan. sá hasty àbhavad. yáj jīváṁ sá vívasvān

ādityás. sá ná táthāsīd yáthā téna bhavitavyàm
̇
. sá etám ādityébhyo

bhúvadvadbhyaś carúm
̇

níravapat. svó vái svaya nāthitaya suhr
˚
dayátamas.

svan evópādhāvat. táto vái so ʼbhavad. āditya imah
̇
prajah

̇
.

svás svaya nāthitaya suhr
˚
dayátamas. svan evá bhāgadhéyenópadhāvati.

bhutyai. bhávaty evadityā bhāgám
̇

vah
̇
karis

̇
yāmiti nirvápan brūyād. imám

amúm āmus
̇
yāyan

̇
ám amús

̇
yāh
̇

putrám amús
̇
yām

̇
viśy ávagamayateti.

bhāgadhéyam eváibhyah
̇
kurván praha. tám ādityébhyas carúm

̇
nírvapaty.

āditya vái devaviśa. devaviśa manus
̇
yaviśayā īśe. devaviśáiváinam manu-

s
̇
yaviśam ávagamayati.
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18 Cf. HOFFMANN上掲論文 89-90＝Aufs. II 426f., KRICK (→注 4) 273 n. 679; W.

CALANDAltindische Zauberei, Amsterdam 1908, 66: No. 97, 98。願望穀物祭 kāmyes
̇
t
̇
i

を扱う部分に語られる。追放された王の復権を願望する部分を冒頭に付加したもの

と思われる。TS II 3,1 に並行箇所があるが，そこにはマールターンダ関連の神話は

見られない。



dhāráyant- の語をもつ（dhāráyadvadbhyas）アーディッテャたちに19 粥

を用意して捧げるべきである20，［王権から］排斥された，または，排斥

しようと意図されている者21は。アーディッテャたちは救済者たちなのだ。

アーディッテャたちは排斥者たちである。他ならぬ彼らに［彼らへの］配

分をもって助けを求めて走ることになる。彼らは当の者を支える22。

bhūの語をもつ（bhúvadvadbhyas，→注 19）アーディッテャたちに23粥を
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19 dhārayánta ādityaso jágat stha | deva víśvasya bhúvanasya gopah
̇
「動くもの，留

まるものを保持しているアーディッテャたちは，あらゆる世界（生じるもの）の守

護者たる神々である」（この詩節は＝RV II 27, 4）以下に挙げられる yājyānuvākyās

(XI 12: 159, 18-) を指す。CALANDAi. Zauberei (→注 18) 68: MS IV 12.1: 177, 9-12 参

照。dhāráyadvad-, bhvad- などの動詞語形引用法については，B. LIEBICH Zur Ein-

führung in die indische einheimische Sprachwissenschaft, II, Heidelberg 1919, 13-17,

Ch. WERBA Verba Indoarica, Wien 1997, 128-136, 特に 129 n. 19, GOTŌ Kratylos 46

(2001) 65f. 参照。

20 nir-vapは必要な分量の穀物を笊に取り出す行為を指し，これに引き続く調理，

献供までの全過程を表現する術語として用いられる。purod
̇
aśa (「捧げ物」，パンケ

ーキを指す）について用いられることが多い。Cf. CALAND (Das Śrautasūtra des

Āpastamba, Buch 1-7, Göttingen 1921) zu VII 13,8 n. 4, zu I 7; GOTŌ “Funktionen des

Akkusativs und Rektionsarten des Verbums -anhand des Altindoarischen-”

(Indogermanische Syntax -Fragen und Perspektiven-, herausgeg. von H. HETTRICH,

Wiesbaden 2002, 21-42) 40f.

21 aparurutsyamāna-: Desiderativ の Passiv, cf. HOFFMANN Aufs. II (1976) 573 n. 24.

並行箇所 TS II 3,1,1 は aparudhyámāna-。apa-rodh/rudh「追放する」については

SCHAEFER Das Intensivum im Vedischen, Göttingen 1994, 141 n. 418 (mit Lit.) をも参

照。

22 3. Pl. dādhrati: 現在の価値で用いられる［3. Sg. dādhara : : 3. pl. dhāráyanti］の

組（cf. B. DELBRÜCK Altindische Syntax, Halle 1888, 297）から新たに作られた現在語

幹による。SCHAEFER上掲書 141 をも参照。dādharaに対する Ipf. *adādhar(-t)から

3. Pl. dādhratiないし 3. Sg. dādharti (JB) が作られたものか。
23 KS XI 12: 159, 17 に pratīka yajño devānām ||で指示される yajñó devanām

̇
prátiy

eti sumnám |
adityāso bhávatā mr

˚
d
̇
ayántah

̇
| a vo ʼarvacī sumatír vavr

˚
tyād | am

̇
hóś cid

ya varivovíttarasat「祭式は神々の厚意に応じて行く。アーディッテャたちよ，寛

恕ある者たちとなれ。君たちの好意はこちらへ向きを変えてほしい，窮地にさえ，

よりよく自由空間を見出すものであるべく」（＝RV I 107, 1）。TS II 1, 11, 4 は o と

pの 2マントラを指示，cf. CALAND Ai. Zauberei (→注 18) 65。



用意して捧げるべきである，繁栄を願う者は。

アディティは子孫を欲して粥を炊いたのだ。［彼女は］その残りを食し

た。彼女は胎児を宿した。それから（tátas，［あるいは：］すると）アーディ

ッテャたちが生まれた。彼女は思った，「これよりもっと優れた者たちが

私には（→注 9）生まれていただろう，もし前もって私が食していたら｣24

と。彼女はもう一つの［粥］を炊いた。それを両様に食した，先にと，後

からと。彼女は胎児を宿した。その胎児は，まだ（胎）内で声を立てた。

彼らアーディッテャたちは思った，「この者が生まれることになれば,25彼

こそがこの［支配権に］至るだろう（→注 10）」と。彼を［彼らは］堕胎

させた。彼は流産されて横たわっていた。彼女は第 3 [の粥］を炊いた，

ほかならぬアーディッテャたちの為に。「君たちが創り出されたその母胎

から［今まさに］生じた彼が存在し［続ける］ように」と［彼女は言っ

た］。［アーディッテャたちは］彼を整えた。彼の死んでいたもの，それを

［彼らは］切り離した。それは象となった26。生きて［いた］もの，それ

はアディティの息子ヴィヴァスヴァント（輝き亘る者）（→注 14）［となっ

た］。彼は彼がそうあるべき様ではなかった。彼は，この，bhūの語をも

つアーディッテャたちに，粥を用意して捧げた。衾身内の者が助けを求め

ている身内の為に最も好意を持つのだ｡衾 ほかならぬ身内のものたちに彼

は助けを求めて走った。それから（tátas，［あるいは：］すると）彼は繁栄し

たのだ。これら（地上の人間の）子孫たちはアディティに由来する。

身内の者が助けを求めている身内の為に最も厚意を持つ。ほかならぬ身

内のものたちに［彼らへの］配分をもって［ひとは］助けを求めて走る。
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24 ajanis
̇
yanta, aśis

̇
yam: 明確な Konditional の早期の用例の一つ。

25 caによる仮定文，定動詞はアクセントをもっている。「これが生まれることに

なり，そして，」から展開したとも考えられる。

26 象 hastín- (Mārtān
̇
d
̇
a の切り離された部分）は AV III 22,4 yavat suryasya

várcas āsurásya ca hastínah
̇
「太陽にある限りの効力，そして，アスラに属する象の

［効力］」，太陽と死神（mr
˚
tyú-）との同置（ŚB II 3,3,7; 太陽も手＝光線を持つ），白

象の avakrānti- によるMāyāの懐胎（日氏）など，太陽に連なる観念に関わる可能

性を示唆する。→注 12，注 14，注 45。



繁栄の為にである。彼はまさしく繁栄することになる。＜アーディッテャ

たちよ，君たちへの配分を私は作りだそう＞と［粥を］用意して捧げる時，

唱えるべきである，＜この某，某の息子，某女の息子を，某の部族のもと

へ立ち至らせよ（迎え入れさせよ)＞と。ほかならぬ配分を彼らのために作

りながら公言することになる。その粥をアーディッテャたちのために用意

して捧げる。アーディッテャたちは神々の部族なのだ。神々の部族は人間

たちの部族を支配している。ほかならぬ神々の部族が，当の者を人間たち

の部族に立ち至らせる（迎え入れさせる）ことになる。

3．タイッティリーヤ派

3.1. Taittirīya-Saṁhitā VI 5,6,1-227

áditih
̇

putrákāmā sādhyébhyo devébhyo brahmaudanám apacat. tásyā

ucches
̇
an
̇
am adadus. tát praśnāt. sa réto ʼdhatta. tásyai catvara āditya

ajāyanta. sa dvitiyam apacat. samanyatocchés
̇
an
̇
ān ma imè ʼjñata. yád ágre

prāśis
̇
yamītó me vásīyāṁso janis

̇
yanta íti. sagre praśnāt. sa réto ʼdhatta.

tásyai vyr
˚
`ddham ān

̇
d
̇
ám ajāyata. sadityébhya evá || 1 || tr

˚
tiyam apacad.

bhógāya ma idáṁ śrāntám astv íti. té ʼbruvan. váram
̇

vr
˚
n
̇
āmahai. yó ʼto

jayātā asmakaṁ sá éko ʼsad. yò ʼsya prajayām ŕ
˚
dhyātā asmakam bhógāya

bhavād íti. táto vívasvān ādityò ʼjāyata. tásya va iyám paraja yán manus
̇
yā̀s.

tasv éka evárddhó yó yájate. sá devanām bhógāya bhavati.

アディティは息子を欲してサーディヤの神々に婆羅門接待用の粥を炊い

た｡28 彼女に彼らは残りを与えた。それを彼女は食した。彼女は精子を
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27 Cf. HOFFMANN前掲書 90-91＝Aufs. II 427, KRICK (→注 4) 263 n. 650. ソーマ祭の

夕のソーマ搾りに際して行われる ādityagraha (cf. CALAND-HENRY Lʼagnis
̇
t
̇
oma, Paris

1906, 330ff., 例えば ĀpŚrSū XIII 9,1-10,4) を扱う部分に語られる。
28 sādhyá- たちとは，アンギラス áṅgiras- たちと共に，宇宙や神々の誕生に先立

って存在する「あるはずの」神々である。ここでは，アーディッテャたちが生まれ

る以前に存在し，祭式の接待客（婆羅門）として招かれたことになる。



［自らの中に］置いた（受胎した）。彼女には29 4 [神］のアーディッテャた

ちが生まれた。彼女は第 2 [の粥］を炊いた。彼女は思った，「残りから，

この者たちが私には（→注 29）［今まさに］生まれた。もし始めに私が食

するなら，これよりもっと良い者たちが私には（→注 29）生まれるだろ

う」と。彼女は始めに食した。彼女は精子を［自らの中に］置いた。彼女

には（→注 29）欠陥を持った卵30が生まれた。彼女はほかならぬ（先に生ん

だ）アーディッテャたちの為に ||1 || 第 3 [の粥］を炊いた。「この努力の結

果が私の役に立つものであれ」（と言いつつ）。彼らは言った，「我々は褒美

を選びたい。これから生まれることになる者，彼は我々の一員となるよう

に。彼の子孫において，成功することになる者，［その者は］我々の役に

立つように」と。それから（tátas，［あるいは：］すると），アディティの息

子ヴィヴァスヴァント（輝き亘る者）（→注 14）が生まれた。彼のこれは子

孫なのだ，人間たち manus
̇
yà- であれば。（自らの為に）祭式を行う者は，

かれら（アーディッテャたち）の中で，ほかならぬ成功した一員である。彼

は神々の役に立つようになる30a。

3.2. Taittirīya-Brāhman
̇
a I 1,9,1-3

áditih
̇
putrákāmā | sādhyébhyo devébhyo brahmaudanám apacat | tásyā
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29 MS は Genitiv に ºāsの形を用いているが（→注 9），TS, TB は Genitiv の価値

をもつ「神学者たちの」Dativ ºaiを用いる。Genitiv として機能していることは，

ma imè ’jñataのmeによって示される（cf. OERTEL [→注 9] 25＝1035: 18-1）。動詞

janiの構文においては，母は主としてAblativ で表され，Dativ の例は存在しない。

Genitiv, Ablativ として機能する ºaiについては，GOTŌ Old Indo-Aryan Morphology

and its Indo-Iranian background, Wien 2013, 12, n. 25 参照。

30 ān
̇
d
̇
a- が胎児を意味する用例はGB II 6, 25 に見られる：trivr

˚
d vai retah

̇
siktam

̇
sam

̇
bhavaty ān

̇
d
̇
am ulbam

̇
jarāyu「精子は注がれると三重に生じ成るのだ：卵（胎

児），羊膜，絨毛膜（あるいは胎盤）に」，西村直子「ヴェーダ文献における胎児の

発生と輪廻説」（印度学宗教学会『論集』36, 2009, 100-76) 95 n. 15 参照。
30a 神々とアディティを介しての人間たちとの取り引きは RV X 95「プルーラヴ

ァスとウルヴァシー」の末尾第 18 詩節を想起させる。そこでは，人間が死後神々

の一員となり，彼の子孫が供物によって神々を祭るよう，神々が告げる。



ucches
̇
an
̇
am adaduh

̇
| tát prayśnāt | sa réto ʼdhatta | tásyai dhāta cāryama

cājāyetām | sa dvitiyam apacat || 1 || tásyā ucchés
̇
an
̇
am adaduh

̇
| tát praśnāt | sa

réto ʼdhatta | tásyai mitráś ca várun
̇
aś cājāyethām | sa tr

˚
tiyam apacat | tásyā

ucchés
̇
an
̇
am adaduh

̇
| tát praśnāt | sa réto ʼdhatta | tásyā áṁśaś ca bhágaś

cājāyethām | sa caturthám apacat || 2 || tásyā ucchés
̇
an
̇
am adaduh

̇
| tát praśnāt |

sa réto ʼdhatta | tásyā índraś ca vívasvāṁś cājāyethām | brahmaudanám
̇

pacati | réto evá tád dadhāti | praśnanti brāhman
̇
a odanám | yád ajyam

ucchís
̇
yate | téna samídho ʼbhyájyadadhāti | ucchés

̇
an
̇
ād va áditī réto ʼdhatta

|| 3 || ucchés
̇
an
̇
ād evá tád réto dhatte |

アディティは息子を欲してサーディヤ sādhyá- の神々（→注 28）に婆羅

門（祭官）接待用の粥を炊いた。彼女に彼らは残りを与えた。それを彼女

は食した。彼女は精子を［自らの中に］置いた（受胎した）。彼女には（→

注 29）ダートリとアリャマンとが生まれた。彼女は第 2の［粥］を炊いた。

彼女に彼らは残りを与えた。それを彼女は食した。彼女は精子を［自らの

中に］置いた（受胎した）。彼女には（→注 29）ミトラとヴァルゥナとが生

まれた。彼女は第 3の［粥］を炊いた。彼女に彼らは残りを与えた。それ

を彼女は食した。彼女は精子を［自らの中に］置いた（受胎した）。彼女に

は（→注 29）アンシャとバガとが生まれた。彼女は第 4 の［粥］を炊いた。

彼女に彼らは残りを与えた。それを彼女は食した。彼女には（→注 29）イ

ンドラとヴィヴァスヴァント（輝き亘る者）とが生まれた。［祭主は(?)］

婆羅門接待用の粥を炊く。他ならぬ精子をそのことによって置くことにな

る。婆羅門たちは粥を食する。［献供用の］バターが残ったら，それを焚

き木たちに塗りつけて［祭火に］くべる。残りからアディティは精子を

［自らの中に］置いた（受胎した）のだ。他ならぬ残りから，そのことによ

って［祭主の妻は］精子を［自らの中に］置くことになる。

この章は，MSと同じく，agnyādheya (祭火設置祭）における brahmauda-

na (婆羅門ないし祭官に粥を振る舞う儀礼）を題材とする（→注 4，注 8）。ここ

にはアディティの流産という主題は現れない。アーディッテャたちの発生
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過程と諸伝承の間に見られる関係については，5．参照。

3.3. Vādhūla(Śrautasūtra)-Anvākhyāna I 4 (I 3,1)31

idam
̇

vā anvāhur. aditih
̆

putrakāmā=tasyai vyr
˚
ddham ān

̇
d
̇
am ajāyata.

tad ān
̇
d
̇
añ jātam arejata. tad rājanyo ʼbhavad. rejanyo ha vai nāma. tam

̇
rājanya ity ācaks

̇
ate paroks

̇
en
̇
a. paroks

̇
apriyā iva hi devās. sādityebhya eva

tr
˚
tīyam apacad. etebhya eva putrebhyo. bhogāya ma idaṁ śrāntam astv iti.

te ʼbruvan. varam
̇

vr
˚
n
̇
āmahā. athaitad vikaris

̇
yāmo. ʼsmabhyam eva

brahmaudanan nirvapān iti+ (→注 36). tasmād ādityebhyo brahmaudanan

nirvapanti. tad ittham
̇

vyakurvan yathaitarhi manus
̇
yās. tato yad atyaricy-

ata tasyārdham
̇

samadihan. sa hasty abhavat. tasmād dhastinan na

pratigr
˚
hn
̇
īyād. ati hi sa purus

̇
am aricyata. tasmād yan manyetāti vā idam

̇
purus

̇
am
̇

ricyata iti tan na pratigr
˚
hn
̇
īyāt. kāmam anyat.

これ（次のこと）を［ひとびとは］語り伝えている。アディティは息子

を欲して《サーディヤの神々に婆羅門接待用の粥を炊いた。彼女に彼らは残りを

与えた。それを彼女は食した。彼女は精子を（自らの中に）置いた（受胎した）。

彼女には 4 (神）のアーディッテャたちが生まれた。彼女は第 2 (の粥）を炊いた。

彼女は思った，「残りから，この者たちが私には（今まさに）生まれた。もし始め

に私が食するなら，これよりもっと良い者たちが私には生まれるだろう」と。彼女

は始めに食した。彼女は精子を［自らの中に］置いた》。彼女には欠陥を持った

卵が生まれた。（《…》には，＝記号によって省略されたTS VI 5, 6, 1 の部分を補

った。）

その卵は生まれると震えた（arejata）。その際，王族の者が生じた｡32
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31 Vādhūla-Śrautasūtra に付随するブラーフマナ的物語集。Taittirīya 派所属，I

3-7 は祭火設置祭における振舞粥 brahmaudana を扱う（→注 4，注 8）。Y. IKARI

“A Survey of the New Manuscripts of the Vādhūla School -MSS. of K1 and K4-”,

Zinbun 33 (1998[1999]) 1-30 に出版されたテキストと写本の読み（同論文 25f.）に

拠る。

32 tad rājanyo ʼbhavat.「それは…となった」ならば Kongruenz によって *sa rā-



［彼は］，つまり，rejanya- (震える者）という名なのだ。その［彼］を rā-

janya- と［ひとびとは］語っている，婉曲によって。神々はちょうど33婉

曲を好むから。

彼女はほかならぬアーディッテャたちのために第 3 [の粥］を調理し

た｡34

ほかならぬこれら［自分の］息子たちのために。

｢この努力の結果が私の役にたつものであれ」と［考えて］。彼らは言っ

た，「われわれは褒美を選びたい｡35

そうしたら，これ（卵）をわれわれは作り変えるだろう。ほかならぬ

我々のためにブラフマ・オーダナ（婆羅門たちへの振る舞い粥）を［ひとび

とは］準備して捧げるがよい36」と。それ故，［ひとびとは今日］アーデ

ィッテャたちにブラフマ・オーダナを準備して捧げる。それをかれらは，

今日人間たち（マヌシュの子孫たち）が［現に］そうあるように，そのよう

に作り変えた37。それから，彼の余った部分，［それを］捏ね合わせた38。

それは象となった（→注 26）。それ故，象を［もらっても］受け取っては

ならない。それは人（プルシャ）を越えて余った39から。それ故，ひとが，

これは人［の手に］余ると思うもの，それを受け取ってはならない。［そ
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janyo ʼbhavatが求められる。後出の sa hasty abhavat「それは象となった」参照。
33 iva「ちょうど」はブラーフマナの文体。
34 この一文はTSからの引用の省略された部分と締め括りの「彼女には欠陥を持

った卵が生まれた」に直接続く部分。rājanya- の語源説明部分は VādhAnvākh に

独自のもの。次の「ほかならぬこれら息子たちのために」という 1 文の付加は TS

が文の途中で章分け（||1 ||）を施していることと関連するかもしれない。

35 ｢この努力の結果が」から「褒美を選びたい」まで，TS の続き部分。以下，

VādhAnvākh 独自の内容に移るが，ŚB-ŚBK の Mārtān
̇
d
̇
a の神話に基づく可能性

が考えられる。

36 Ed. IKARI nirvvapāni ”-iti, “Thus emended. K4: nirvvapāniti ”. K4 の読みを採る。

ヴェーダ語のKonjunktiv (古風な表現）。

37 注 44 参照。

38 samadihan:「肉体」について用いられる sam
̇
-dehá-，さらに，後の Skt. の

deha-「肉体」参照。ŚB-ŚBKは sam
̇
-ny-as「集め合わせる」を用いている。

39 つまり，死産した子を人に作り変えたときの残りの部分であったから。



れ］以外は構わない。

4．シャタパタ・ブラーフマナ（ヴァージャサネーイン派）

4.1. Śatapatha-Brāhman
̇
a (Mādhyandina) III 1,3,1-640

1 apáh
̇

pran
̇
iya | āgnāvais

̇
n
̇
avám ékādaśakapālam purod

̇
aśam

̇
nírvapaty.

agnír vái sárvā devátā. agnáu hí sárvābhyo devátābhyo júhvaty. agnír vái

yajñásyāvarārdhyò vís
̇
n
̇
uh
̇

parārdhyàs. tát sárvāś caivàitád devátāh
̇

pari-

gŕ
˚
hya sárvam

̇
ca yajñám parigŕ

˚
hya dīks

̇
ā íti. tásmād āgnāvais

̇
n
̇
avá

ékādaśakapālah
̇
purod

̇
aśo bhavati.

2 tád dháike | ādityébhyaś carum
̇

nírvapanti. tád asti páryuditam ivās
̇
t
̇
áu

putraso áditer | yé jātas tanúvàs pári | devam
̇

úpa práit saptábhih
̇
| párā

mārtaān
̇
d
̇
ám āsyad íti.

3 as
̇
t
̇
áu ha vái putra áditeh

̇
. | yam

̇
s tv ètád deva āditya íty ācáks

̇
ate saptá

haivá té. ʼvikr
˚
tam
̇

hās
̇
t
̇
amám

̇
janayam

̇
cakāra mārtān

̇
d
̇
ám
̇
. sam

̇
deghó

haivā̀sa. yavān evòrdhvás tavām
̇
s tiryáṅ púrus

̇
asammita íty u háika āhuh

̇
.

4 tá u haitá ūcuh
̇
| deva āditya. yád asman ánv ájani ma tád amuyèva bhūd.

dhántemám
̇

vikarávāméti. tám
̇

vícakrur yáthāyám púrus
̇
o víkr

˚
tas. tásya

yani māṁsani sam
̇
kŕ
˚
tya sam

̇
nyāsús táto hasti sámabhavat (→注 45). tásmād

āhur ná hastínam prátigr
˚
hn
̇
īyāt púrus

̇
ājāno hí hastiti. yám u ha tád vicakrúh

̇
sá vívasvān ādityás. tásyemah

̇
prajah

̇
.

5 sá hovāca. | rādhnávān (→注 46) me sá prajayām
̇

yá etám ādityébhyaś

carúm
̇

nirvápād (→注 46) íti. rādhnóti haivá yá etám ādityébhyaś carúm
̇

nirvápaty. ayám
̇

tv èvā̀gnāvais
̇
n
̇
aváh

̇
prájñātah

̇
.

1 水たちを運んだ後，アグニ agní- とヴィシュヌ vís
̇
n
̇
u- とに対する 11
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40 Cf. HOFFMANN前掲論文 92＝Aufs. II 427f.。ŚBK IV 1,3,1-4 (4.2.) は同一の筋を

持つが，表現はやや冗長である。ソーマ祭の準備としての dīks
̇
ā（潔斎）中に行わ

れるAgni と Vis
̇
n
̇
u とに捧げる purod

̇
āśa (パンケーキ）に引き続き，アーディッテ

ャたちに対する粥の献供を行う人々がある旨を述べ，その根拠として引く。



皿分のパンケーキを準備して捧げる（→注 20）。アグニは神格たち全てな

のだ。アグニの中に神格たち全ての為に［ひとびとは］献供するから。ア

グニは祭式のこちら側に位置する，ヴィシュヌはあちら側に位置する｡41

それは，「神格たちを全てこのことによって包摂し，そして，祭式全てを

包摂して私は潔斎を行うのだ（dīks
̇
ai）」と［考えてである］。それ故，ア

グニとヴィシュヌとに対する 11 皿分のパンケーキが用いられる。

2 その際，つまり，ある人々はアーディッテャたちに粥を準備して捧

げる（→注 20）。それを巡って，ちょうど議論されたものがある：「自身か

ら生まれた 8 人の息子たちがアディティには［あった］。7 人を伴って

［彼女は］神々のもとへ去った。マールターンダを［彼女は］捨てた」

（RV X 72,8，→ 6．）と。

3 アディティには 8 人の息子が［あった]42のだ。しかし，この際，ア

ーディッテャの神々たち（アディティの息子たちである神々）と［ひとびと

が］述べるときには，彼らは，つまりは，7人である。成形されていない

者を［彼女は] 8 番目に生んだ，マールターンダを。この者は，つまりは，

捏ねた塊であった。上への［高さ］だけ，横に［幅］がある，人と同じ大

きさで［あった]43と，つまり，ある人々は言っている。

4 そこで，また，このアーディッテャの神々は言った，「我々に続いて

生まれたもの，それがまさしく惨めであってはならない。そうだ，この者

を成形しよう」と。［彼らは］彼を成形した，この［地上の］人が（現に）

成形されてあるように｡44［彼らが］彼の肉たちを切り離して集め合わせ
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41 avarārdhyàs, parārdhyàs〜ŚBK IV 1, 3, 1 avarārdhás, parārdhás「こちら側，

あちら側である」。

42 haを Perf. とともに用いられるそれと判断して，āsaを補う。
43 yavān evòrdhvás tavām

̇
s tiryáṅ púrus

̇
asammitas íty u háika āhuh

̇
「上への［高

さ］だけ，横に［幅］がある，人と同じ大きさの者で［あった］と，つまり，ある

人々は言っている」〜ŚBK IV 1,3,2 sá ha purus
̇
amātrá evòrdhvá asa purus

̇
amātrás

tiryáṅ「彼は上へ向かって人の大きさであり，横へ向かって人の大きさであった」。
44 vi-kar/kr

˚
「成形する」（cf. JB I 267 pañcame māsi garbhā vikriyante「五ヶ月目

ののち，胎児たちは形作られる」，HOFFMANN上掲論文 92＝428）は中国神話の「混

沌」を想起させる。→注 37。



た，それ（肉たち）から象が生じた45。それ故［ひとびとは］言っている，

「象を（報酬として）受け取ってはならない。象は人を発生もととするか

ら」と。また，その際［彼らが］成形した者，それはアディティの息子ヴ

ィヴァスヴァント（輝き亘る者）と［なった］（→注 45，注 12，注 14）。この

（地上の）者たちは彼の子孫たちである。

5 彼（ヴィヴァスヴァント）は言った，「アーディッテャたちにこの粥を

準備して捧げることになる者は，私の子孫において成功することになろ

う｣46と。アーディッテャたちにこの粥を準備して捧げる者は，つまり，

成功する。しかしながら，このアグニとヴィシュヌとに対する［11 皿分

のパンケーキ］は既定のことである（必ず行われる：prájñātam）。

4.2. Śatapatha-Brāhman
̇
a (Kān

̇
va) IV 1,3,1-4

1 sá va etám āgnāvais
̇
n
̇
avám ékādaśakapālam

̇
purod

̇
aśam

̇
nírvapati dīks

̇
a-

n
̇
iyam

̇
. tád yád etád āgnāvais

̇
n
̇
avám dīks

̇
an
̇
iyaṁ havír bhávaty 衾agnír vái

sárvā devátā. agnáu hí sárvābhyo devátābhyo júhvaty. agnír va avarārdhó

yajñásya vís
̇
n
̇
uh
̇

parārdhás. tát sárvāś ca devátā íti. sárvam
̇

ca yajñám

parigŕ
˚
hya dīks

̇
ā íti衾 tásmād āgnāvais

̇
n
̇
avó bhavati.

2 tád āhur. ādityébhyó ʼpi carum
̇

nírvaped íti. tád ápy etád “as
̇
t
̇
áu purtraso

áditer | yé jātas tanúvàs pári
| devaṁ úpa práit saptábhih

̇
| párā mārtaān

̇
d
̇
ám

āsyad” íty. as
̇
t
̇
á (+as

̇
t
̇
áu) ha putrasó ʼdites. tátas té saptá yé deva yé devatratha
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45 táto hasti samabhavat〜ŚBK IV 1,3,3 tát sam
̇
kartanám asa tát sārdhaṁ sám

̇
ny-

āsuh
̇
. sá hasty àbhavat「その切り取られていたもの，それを，一緒に集め合わせた。

それは象になった」。両版ともに，Perfekt による語りの文中に Imperfekt が用い

られている。語りの枠外にある神学的解釈と考える事ができる，cf. GOTŌ “ ʻPurūr-

avas und Urvaśīʼ aus dem neuentdeckten Vādhūla-Anvākhyāna (Ed. IKARI)”

(Anusantatyai. Fs. Narten, 2000, 79-110) 97f.,「新資料Vādhūla-Anvākhyāna の伝え

る『Purūravas と Urvaśī』物語」（神子上恵生教授頌寿記念論集『インド哲学佛教

思想論集』，2004, 845-868) 853-855。

46 Konjunktiv rādhnávāt, nirvapātは未来（予定）の機能をもつが，Vivasvant の

語りとして古風な（もったいぶった）言い方を採用したものであろう。ŚBKでは，

さらに upanámādが先行。



hās
̇
t
̇
amám

̇
janayam

̇
cakāra mārtān

̇
d
̇
ám íty. ávikr

˚
tam ivaivá sam

̇
deghám

ivaivá. sá ha purus
̇
amātrá evòrdhvá asa purus

̇
amātrás tiryáṅ.

3 té hemá āditya ūcuh
̇
. mayám amuya bhūd íti. hántemáṁ sam

̇
kr
˚
ntama

yáthāyám
̇

púrus
̇
a evám

̇
vikarávāmainam íti. táṁ ha sám

̇
cakr
˚
tus. táṁ ha

vícakrur yáthāyám púrus
̇
a evám. tát sam

̇
kartanám asa tát sārdhaṁ

sám
̇
nyāsuh

̇
. sá hasty àbhavat (→注 45) . tásmād dhasti dus

̇
pratigrahá íty

āhuh
̇
. púrus

̇
ah
̇
pratigŕ

˚
hyam iva tád yó hastinám

̇
pratigr

˚
hn
̇
ad (+pratigr

˚
hn
̇
ī-

yad?) íti. tád yám
̇

táṁ samákr
˚
ntan yám

̇
vyákruvant sá vívasvān ādityás.

tásyemah
̇
praja. vaivasvatyó (→注 48) yád idám

̇
kím
̇

ca.

4 sá hovāca. yán me prajayām
̇
yajñá upanámād (→注 46) íti rādhnávad (→

注 46) evá sá yá ādityébhyaś carúm
̇

nirvápād (→注 46) íti. rādhnóti haivá sá

yá evám
̇

vidvan ādityébhyaś carúm
̇

nirvápatītarám
̇

tv evá prájñātam
̇

yád

etád āgnāvais
̇
n
̇
avám

̇
dīks

̇
aniyaṁ havír bhávati.

1 彼は（アドヴァリュ祭官は，［または：］ひとは）このアグニとヴィシュ

ヌとに対する，潔斎用の 11 皿分のパンケーキを準備して捧げる（→注 20）。

その際，このアグニとヴィシュヌとに対する潔斎用の供物が用いられると

いうことは，衽衲アグニは神格たち全てなのだ。アグニの中に神格たち全

ての為に［ひとびとは］献供するから。アグニは祭式のこちら側である。

ヴィシュヌはあちら側である。そのことによって，「神格たち全てを」と，

「そして，祭式全てを包摂して私は潔斎を行うのだ」と［考えてである］。

衽衲 それ故，アグニとヴィシュヌとに対する 11 皿分のパンケーキが用い

られる。

2 それについて，ある人々は言っている，「アーディッテャたちに粥を

も準備して捧げるべきである」と。それについて，このようにも［言われ

ている]：「自身から生まれた 8人の息子たちがアディティには［あった］。

7 人を伴って［彼女は］神々のもとへ去った。マールターンダを［彼女

は］捨てた」と（RV X 72,8）。「アディティには 8 人の息子たちが［あっ

た47］。それから，神々である，神々のもとにあるのは 7人である。だが，

8 人目を［彼女は］生まれさせた，マールターンダを」と。［彼は］まさ
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しく成形されていない，まさしく捏ねた塊［であった］。彼は，上へ向か

ってほかならぬ人の大きさをもっていた，横に向かって人の大きさを。

3 彼ら，このアーディッテャたち（神々）は言った，「この者は惨めで

あってはならない」と。「そうだ，この者を切り取ろう。ちょうど，この

［地上の］人がそうあるように，当の者を成形しよう（→注 44）」と。彼を

［彼らは］切り取った。彼を［彼らは］成形した，この［地上の］人がそ

うあるように，そのように。その際，切り取り部分であったもの，それを

［彼らは］集め合わせた。それは象となった。それ故，「象は受け取るに相

応しくない」と［ひとびとは］言っている。「象を受け取る者があれば，

それは，ちょうど人が受け取られることになる」と。その際，彼らが切り

取ったその者，成形した者，それはアディティの息子ヴィヴァスヴァント

（輝き亘る者）と［なった］（→注 45，注 12，注 14）。これらの（地上の）者た

ちは彼の子孫である。ここにあるものは何でもヴィヴァスヴァントの子

孫48である。

4 彼（ヴィヴァスヴァント）は言った，「もし，私の子孫の中に，祭式が

寄り従うがよい（→注 46），と［考える者が］あれば，まさしく彼は成功

することになる（→注 46），もし彼がアーディッテャたちにこの粥を準備

して捧げることになれば（→注 46）」と。もし，このように知っていてア

ーディッテャたちにこの粥を準備して捧げるならば，つまりは，成功する。

しかしながら，もう一方の，このアグニとヴィシュヌとに捧げられる潔斎

用の供物が用いられるということは，既定のことである（必ず行われる：

prájñātam）。

5．諸伝承間の関係

人類と死とが女神の流産から生じたとする神話の存在がインド・イラン
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47 haはおそらく Perfekt āsurを予定する。
48 Ed. CALAND vaivasvatyó, “Read vaivasvátyo (i. e. vaivasvatyò)?” と注記。vaivas-

vatyàm
̇
(あるいは vaivasvatyám

̇
) も考えられる。



共通起源に遡ることは，イラン側の伝承からも疑いがない。「死すべき者

（人）の，命」を意味する（→注 3），新アヴェスタ語 Gaiia- Marətan-，パ

フラヴィー語 Gayōmart を巡る伝承は，断片的ではあっても，Mārtān
̇
d
̇
a

神話と結び合わされる。人間が Gayōmart の子孫としてその似姿として生

まれたこと，Gayōmart の身体の幅と高さとが同じであったとする ŚB-

ŚBK に通じる記述などが中期ペルシャ語の Bundahišn に見られることは

特に注目される。ヴェーダ散文に語られる上記の諸伝承は，そうした古い

神話をそれぞれの祭式の文脈に用いて語られたものと解釈される。

MS，TB，VādhAnvākh は祭官たちへの振る舞い粥を主題とする。MS

(1．)の語るところが最も多くの項目を含み，完全形に近いと思われる。

ただし，標準的なアーディッテャたちの序列 Varun
̇
a, Mitra, Aryaman

̇
,

Bhaga, Aṁśa と異なり，Dhātar を Aryaman
̇
と共に始めに置き，Mitra と

Varun
̇
a, Aṁśa と Bhaga の 2 組が続き，Daks

̇
a を欠く 3組 6神の誕生を語

る｡49 4 番目の粥から生じるMārtān
̇
d
̇
a の基になる胎児は単数で示されな

がら，体内で発言する主体は Dual で述べられる。Indra が流産した胎児

の生気について天界に昇る。地上に落ちた Mārtān
̇
d
̇
a は Manu と Yama

の祖 vívasvān ādityás「アディティの息子ヴィヴァスヴァント（輝き亘る

者）」である。TB (3.1.) は MSに見られるこのヴァージョンをほぼ完全に

引き継ぐが，Mārtān
̇
d
̇
a に関する神話部分を欠く。さらに，TS にある

Sādhya 神たちへの言及を冒頭に置いている。

MS, TB 以外の KS, TS, ŚB-ŚBK, VādhAnvākh には，個々のアーディッ

テャ神の誕生次第は語られず，「アーディッテャたち」と一括りに述べら

れる（TSでは「4アーディッテャ」）。

KS (2．)は王権復帰のための願望穀物祭の文脈に神話を利用し，第 1の

粥によるアーディッテャ神たちの誕生，第 2の粥による特別な胎児の妊娠

と流産，第 3の粥によるアーディッテャ神たちへの胎児の生存への懇願を

述べる。この経過はTSに共通する。KSには，生きている部分が（人類の
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49 Mitra-Varun
̇
a の順序は通常の Devatādvandva mitra-várun

̇
a- に倣うものとも

考えられる。



始祖に連なる）vívasvān ādityás「アディティの息子ヴィヴァスヴァント

（輝き亘る者）」に，死んだ部分が象となる経緯が語られる。このモティー

フはRVX 72 の創造讃歌に添って神話を語る ŚB-ŚBKにも受け継がれる。

TSは vívasvān ādityásにのみ（MSに同じ），VādhAnvākh は象にのみ言及

する。VādhAnvākh (3.3.) は TS を前提に神話を語るが，象の発生につい

ては ŚB-ŚBK の話を下敷きにしている。MSでは欠陥を持って生まれる胎

児は二人分であったが，KS 以降の伝承では単数である。ただし，ŚB-

ŚBK における胎児は高さも幅もヒト一人分の大きさ（つまり，二人分の大

きさ）を持つとされる。流産した胎児の様相，その成形は，KS, TS, ŚB-

ŚBKの順に，より具体的になる。

TS (3.1.) はソーマ祭の ādityagraha (アーディッテャたちへのソーマ汲み，

→注 27）の文脈に神話を用い，KSと共通する経過を述べる。

ŚB (4.1.), ŚBK (4.2.) はソーマ祭のための潔斎 dīks
̇
āの文脈で，RV X

72 (→ 6．)に見られるアディティからの息子たち 7神の誕生を典拠として，

アーディッテャ神たちに捧げる粥（単数）の献供の選択肢を語る。その中

で，アディティが 8 番目に身籠もった「捏ねた塊」Mārtān
̇
d
̇
a の成形と人

類の始祖たるヴィヴァスヴァント（vívasvān ādityás）の誕生，死んだ部分

からの象の発生が語られる。mārtān
̇
d
̇
á- の名を直接挙げるのはMS, RV を

引く ŚB-ŚBKである。

6．（参考）リグヴェーダ X 72「アディティと神々の誕生」

Mārtān
̇
d
̇
a 神話への最古の言及を記録するリグヴェーダ X 72 を，テキ

ストと訳とを合わせて参考に挙げる。詳しい考察と解釈の可能性について

は，後藤敏文「人類と死の起源 衾リグヴェーダ創造讃歌 X 72衾」，佛教

文化学会十周年，北條賢三博士古稀記念論集『インド学諸思想とその周

延』，2004, 415-432 を見られたい50。
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50 プラトーンの Symposion『饗宴衾恋愛について衾』に於いて，アリストパネ

ースが語る恋愛起源説に登場する 4 手・4 脚・2 顔 1 頭（4 耳）…の体力優れ，驕



1 devanām
̇

nú vayám
̇

janā prá vocāma vipanyáyā｜

ukthés
̇
u śasyámānes

̇
u yáh

̇
páśyād úttare yugé ||

神々の（諸々の）生れを，今，我々は

公言したい，昂揚の中に，

（以下に）言挙げされる（諸々の）讃辞の中に，

ひとがもし，（この）後の代（世）に見ることになるならば。

2 bráhman
̇
as pátir eta sám

̇
karmara ivādhamat｜

devanām pūrviyé yugé ʼásatah
̇
sád ajāyata ||

bráhman
̇
の主がこれらを

鍛冶屋のように溶融（鍛造）した。

神々の原初の代（世）に於いて，

非存在から存在が生まれた。

3 devanām
̇

yugé prathamé ʼásatah
̇
sád ajāyata｜

tád aśā ánv ajāyanta tád uttānápadas pári ||

神々の最初の代（世）に於いて，

非存在から存在が生まれた。

それに引き続き，（諸々の）領域が生まれた。

その際，足（足の裏）を上向きに広げた者から。

4 bhur jajña uttānápado bhuvá aśā ajāyanta｜

áditer dáks
̇
o ajāyata dáks

̇
ād uv áditih

̇
pári ||

地が足（足の裏）を上に広げた者から生まれたのだ。

地から（諸々の）領域が生まれた。

Aditi（「無拘束」）からDaks
̇
a（「能力」）が生まれた。

Daks
̇
a からは，また，Aditi が。

5 áditir híy ájanis
̇
t
̇
a dáks

̇
a ya duhita táva｜

tam
̇

deva ánv ajāyanta bhadra amŕ
˚
tabandhavah

̇
||
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慢な，球体の存在（Androgynos）の男と女とへの 2 分割，Br
˚
hadāran

̇
yaka-

Upanis
̇
ad I 4 冒頭に見られる，男女が抱き合った大きさをもつ，人間の姿をした原

初の ātman が自身を二分割して子孫を作ったことなどにも連なる可能性に触れた。



Aditi は実に生まれたのだ，

Daks
̇
a よ，君の娘である［Aditi は］。

彼女に引き続き，神々が生まれた。

幸をもたらし，不死を繫累にもつ［神々］が。

6 yád devā adáh
̇
salilé súsam

̇
rabdhā átis

̇
t
̇
hata｜

átrā vo nŕ
˚
tyatām iva tīvró ren

̇
úr ápāyata ||

神々よ，君たちが，あの時，（原初の）海の上に，

よく捕まり合いながら立っていた時，

その時，君たちの（または，君たちから）激しい埃（飛沫）が，

踊る者たちの［それの］ように，飛び散っていた。

7 yád devā yátayo yáthā bhúvanāniy ápinvata｜

átrā samudrá a gūd
̇
hám a suryam ajabhartana ||

神々よ，君たちが，Yati たちが［した］ように，

諸世界を充満させた時，

その時には，君たちは，海の中に隠されてあった

太陽を，運び出し了えていた。

8 as
̇
t
̇
áu putraso áditer yé jātas tanúvàs pári｜

devaṁ úpa práit saptábhih
̇

párā mārtān
̇
d
̇
ám āsiyat ||

8 人の息子たちがAditi には［あった］，

自身から生まれたところの。

彼女は，7人とともに，神々のもとへと去った。

Mārtān
̇
d
̇
a を［彼女は］捨てた。

9 saptábhih
̇
putráir áditir úpa práit pūrviyám

̇
yugám｜

prajayai mr
˚
tyáve tuvat púnar mārtān

̇
d
̇
ám abharat ||

7 人の息子たちとともに，Aditi は

原初の代（世）のもとへ去った。

子孫の為に（子孫をもたらすべく），他方また，死の為に（死をもたらすべ

く），

彼女はMārtān
̇
d
̇
a を連れ戻した。
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略号

ĀpŚrSū Āpastamba-Śrautasūtra

AV Atharvaveda (Saṁhitā), Śaunaka 伝本

AVP Atharvaveda (Saṁhitā), Paippalāda 伝本

BĀU Br
˚
had-Āran

̇
yaka-Upanis

̇
ad (Mādyandina 伝本)

BĀU-K Br
˚
had-Āran

̇
yaka-Upanis

̇
ad (Kān

̇
va 伝本)

JB Jaiminīya-Brāhman
̇
a

KS Kat
̇
ha-Saṁhitā

MS Maitrāyan
̇
ī Saṁhitā

RV R
˚
gveda (Saṁhitā)

ŚB Śatapatha-Brāhman
̇
a, Mādhyandina 伝本

ŚBK Śatapatha-Brāhman
̇
a, Kān

̇
va 伝本

TB Taittirīya-Brāhman
̇
a

TS Taittirīya-Saṁhitā

VādhAnvākh Vādhūla-Śrautasūtra-Anvākhyāna

文法用語はドイツ語のそれを基本とした。
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Summary

The Myth of Mārtān
̇
d
̇
a ʻDescendant

of a Dead Eggʼ in the Vedic prose

Toshifumi GOTŌ

K. HOFFMANN collected, translated and analyzed the Mārtān
̇
d
̇
a myth

attested in various places in the Vedic prose (i. e., the “brāhman
̇
a”s in the

Black Yajurveda Saṁhitās and the Brāhman
̇
as). Based on his investigation

of fragmentary references in Young Avestan and Pahlavi, he traces a myth

about the origin of human beings from a miscarriage back to the the

common Indo-Iranian period. In the Rigveda, the word mārtān
̇
d
̇
á- has been

traditionally interpreted as ʻbirdʼ, sometimes identified with the sun.

HOFFMANN shows, however, that the term in the Rigveda also means “a

descendant of a dead egg” (see K. HOFFMANN, Münchener Studien zur

Sprachwissenschaft 11, 1957, 85-103＝Aufsätze zur Indoiranistik II, 1976,

422-438; English version in German Scholars on India II, 1976, 100-117＝

Aufs. III, 1992, 715-735).

My paper revisits the materials of the myth handed down in various

versions in the Vedic prose. For this, I also look into the Taittirīya-

Brāhman
̇
a I 1, 9-3 and the Vādhūla-Śrautasūtra-Anvākhyāna I 4, alongside

the texts examined by HOFFMANN: (1) Maitrāyan
̇
ī Saṁhitā [MS] I 6, 12: 104,

9-105,7; (2) Kat
̇
ha-Saṁhitā [KS] XI 6: 151,3-151,19; (3) Taittirīya-Saṁhitā

[TS] VI 5,6,1-2; (4) Śatapatha-Brāhman
̇
a [ŚB] III 1,3,1-6; plus Śatapatha-

Brāhman
̇
a (Kān

̇
va) [ŚBK] IV 1,3,1-4.

The relations among the different versions of the myth are discussed

in Chapter 5. The MS gives the most complete version of the story: The

Ādityas ʻsons of Aditi ʼ were born in pairs, Dhātar-Aryaman, Mitra-Varun
̇
a,

and Aṁśa-Bhaga, from the leftovers which Aditi ate each time out of the
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gruel offered to the priests. She also conceives mighty twins (an embryo

having the capacities of two persons) from the forth gruel she ate before

offering to the priests. The Ādityas are afraid of the embryoʼs powers as

well as potential hegemony in future, and cause a miscarriage. Then Indra

goes upward following the living breath of the miscarried fetus, and

Mārtān
̇
d
̇
a, ʻthe descendant of a dead eggʼ, falls down and becomesVivasvant

Āditya. From him, Manu and Yama were born.

The TB version takes over the MS version almost completely, and

introduces it with a sentence about the Sādhya gods found in the TS. The

KS tells the story of the Aditi ʼs first eating (i. e., the birth of the Ādityas), of

the second eating (the conception of a mighty embryo of which the Ādityas

are afraid and whose miscarriage they cause), of the third gruel offered to

the Ādityas (saving the fallen fetus and shaping it into a human body). The

living part of the fetus becomes Vivasvant Āditya, and the dead part an

elephant. The TS follows this outline, but refers, just as in the MS, only to

Vivasvant Āditya as the progenitor of the human beings, without men-

tioning the elephant.

The ŚB-ŚBK version is set into the context of the creation hymn

Rigveda X 72, and tells of the birth of seven Ādityas and Mārtān
̇
d
̇
a from

Aditi. The story of the origin ofVivasvant Āditya and the elephant is similar

to the KS version.

The Vādhūla version cites the TS passage and adds a sequel to the

story merely of the elephantʼs origin, apparently on the basis of the legend

told in the ŚB-ŚBK.

The paper contains notes on grammar and terms. I also add the

original text and translation of Rigveda X 72, creation hymn on Aditi, as an

appendix (for a detailed study of the hymn, cf. Fs. Hōjō 2004).
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